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              ヴィタミン類の局所作用の研究

    ヴィタ ミン類 の局所 作 用 の研 究(第 二報)

            Vitamin Dの 局 所 作 用

               丸  山  勉

               盛 彌 壽 男

 著 者 等 は 前報 に於 い て肝 油 軟 高 が創 傷 の治 癒 を 促進 せ しめ る作 用 を有 す る事 を實 験 誇 明 し

た・ 本 報 告 に於 い ては ヴ ィタ ミンDの 影響 に つ い て の 試 験 を報 告 す.

 ヴ ィタ ミンDの 局 庭 作 用 に つ い て,大 橋 氏(1)はVigantol軟 膏 を用 ゐ 多少 の治 敷 力 を認 め た

る も明確 な る結 論 に 到達 し居 らす・Kemmler(2〕 は紫 外 線 照 射 エ ル ゴ ス テ リン に よ る局 所 作 用

を實験 し, .E皮 の増 殖 速 か な る を報 告 せ る もVitamin Dの み の作 刑 に よ る と断 定 す るに至 ら

す・ 要 す るに其 の 敷果 につ い て は明 確 な る結 論 を得 ざる爲 に,著 者等 は前 報 の試 験 法 に微 ひ研

究 した る結 果 何等 特 異 な る敷 果 を見 出 し得 なか つ た.

  實 験 材 料 及 び 實 験 方 法

 實 験 材 料 ヴ ィタ ミンD軟 膏 一 純 陣 ヴ ィタ ミンDを オ リー ブ油 に溶解 せ し9) tこもの とラ ノ リ

ン蝋 の 混 和物 で ヴ ィタ ミンDの 含 有 量 は既 記 肝 油 軟 膏 中 ヴ ィタ ミンDの 含 有 量 と略t等 し くせ

る もの で あ る.

 ヴ ィタ ミンDは エ ル ゴ ス テ リンを紫 外 線 で 照 射 せ る もの で,理 化 學研 究所 鈴木 梅 太 郎 博 士 の

御 好 意 に依 つ て得 た もの で あ る・蝕 に鈴 木 搏 士 鷲 見 博 士 に深 甚 の 謝 意 を表 す る・

 封 照 軟 再 ヴ ィタ ミンDの 軟 膏 の 基 捌 に ヴィク ミンDオ リー ブ油 溶液 と等 最 の オ リー ブ汕 を

混 和 せ る もの で あ る.

  Vitamin D

     蝋D … 嫌

艦  鰯
  實 験 方 法

 既報の もの と同じである.右 側にヴィクミンD軟 膏を貼付 し†二.

                  (184)



              ヴ ィタ ミン類 の局所作用 の研究

 實 験 成 績

例1 罷 重18109 3

 糸駆過 日数            右但旺          左側

 手術 直後        3.65       3.65

 術後2日       3.64      3.63    40

   3日             3.56            3.58

   5日       3.25      3.2i   (30   ・、
                         ピ                   ロヒ

   7日     2・70     2・82  §    ＼

   i?l  l:認  ;:器 翻  ㌧、
   13日    0.67   0.65 pm,・   嵐

   15日    α33   033 /
   17 日                0.06              0.07           0     5     10     t5    20

   18日       緊占状      柔占状      一→ 縄過 日数(H)

   19H       痂皮      痂皮

   20日       治癒      治癒

∫列2 饅 重18109 3

 維渦 日数       右側      左側

 手術 當 日        3.32       3.31       30 '一'一

 術守麦2日           3.15         3.20        (       ミK,,
                            ごロ                   ら

   4H    3・11   3・15   §。。  k,   
6・   2・43  250  奉  、

   8日              L39             154          置            '                            う

   10日            O.94          0.67        cu!D         N;こ

   12・   039  0'28  ↑   SN'l
   I4日       治癒    殆んど治癒      0  5  置0  15

   15日                溶癒         一→ 締過日数(日)

{列3 骨豊重15709 3

 経過日激        右側       左側        4。

 手術當日        3.46       3.47

 術後2日   3・39   3・41  (3.。 薫 、   
4日        3.16       3.22      『白      蕊

                            り             ら

   舘  1:彩  1:11 震20 'し
                            ヨ                      モ

 ,  1〔,日               0.97             0.78           eq lo          、

   器  1:諺  1:91 ↑,、 詳Is
   I6日            治努愈          治秀慧              一一→  糸璽過 日婁愛(日)

                   (185)



              ヴィタ ミン類の局所作用 の研究

{列∫4  骨豊き重21209  3

 纒過 日歎        右側       た側

 手術 當 日       3.67      3.69       40

 術そ麦2日          3.40         3.40       (    幽、、
                            こコ               ぼし

   4H   3.ll   332  ボ  臥』
                                            ロ 

   6日  2・83  3・03 掛   ,
   8日              2.02            2.06          ミ霞            ■:

   11日   α85  055  ↑"o  墨
   13 日               0.44             0.27                            ＼㌔、

                              0     5     10    ,5   15日             0
.05           0.04                               

-→ 経過 日数(日)

   16日        治癒       治癒

例5 器 重18109  3

 経 過 日数       右側      左側

 手 術當 日       3.68      3.60                           4.o

 イ)賢〒そ麦2日           3.62          3.34        k、

   4日   353  331 曾・・ ト、
   6日        3.19       3.26    くヨノ      ＼
                          穐1          、

   8日             2.18            2.89      笹20          ＼                          ロ                ぽ

   11 日               O.95             155       mミ               ＼、
                           しむ                 へ

   13…    48   1…  ↑    ＼、
   15日    0・24   0・42  ・ , 1。 15"'.2e

   18日        治癒         ・ ・    一→ 縄 過 日数(日)

   19日                輪癒

1列6 骨豊重23209 3

 維過 日数       右側      左側

 三手Lう財i自〔そ麦               3.70             3.78                           40

 イ)貯そ麦3 H               3.67             3.62           -  、■S、
                              とロ

   5日   3・41   329 雪珊 ・ t
                          り
   7日             2.86            2.94      )
                          駆2.・    L"   9

日               1.80             1.61       裡            凝
                          む                      し

   11 日               0.92             ().91       eq             Xh                           ロロ

   13日   α53  ・・36 ↑   ＼

   15H           O.32         020       0    5       gf'  2ひ

   17日       累糊犬    殆んど治癒     一→ 縄過日数(日)

   181ヨ       治癒      治癒

                   (186)



               朝 タミン頚の局所作用の班究

 伊』7 骨豊重2520g ♂

  経過目数       右側      左側
                            40

  手 術直後       3.66      3.34

  術後2日.  3・58   3・37  雪 ・・
    5 日                3.33              330          とレ            ,

    ・日  ・.8t  2.89 遷 ・・ ㌧
                           う                  らロ                                         へ

    9日        1.65       1.87              >i
                            そむ             らし

    11日   ・・92  1・16  ↑   、

    13日    e・24   0・30   ・ , 1。 t5

    15日        治癒        治癒         一→ 経過 日数(日)

  所 見 概 括 虹 に 考 案

 以 上 の 實 験 成 績 を概 括 す れ ば次 表 の 如 くで あ る・

               右   側           左   側

     實験例     最初の創面積   治癒 日数   最 初Z)創 面積   治癒 日数

     例1.             3.65            20            3.65            20

     例2.     3,32     14     3.31     15

     {列3.             3,46            15            3.47             15

     例4.     3.67     16     3.69     16

     例5.             3.68            18            3.60             19

     例6.     3。70     18     3.78     18

     例7.              3.66             15             3.34             15

 左 表 か ら左 側 雨 側1日 の平 均 治 癒 率 を 求 む る と次 表 の 如 くな る・

                      右 側        左側

        一 日の李均治癒 面積       0。2167      02105

         百 分 比     io2・94    100・00

 以 上 何 等 著 明 な る特 異 作 用 を認 め なか つ すこ・ 此 實 瞼 に用 ゐた もの は ヴ ィク ミ ン含 有 量 を肝 油

中 に 於 け る含 有 量 と略t同 様 に した の で あ る が更 に念 の 爲 に多 量 の ヴtタ ミンDを 用 ゐた ・實 験

結=果次 の 如 し・

  塵 方 下 の 如 し

     Lanol三n                    50

    {     Bee Wax          15

     Vitamin D(05 %sol in Olive Oil)3

     Lanolin          50

    縣  ぼ
                   (187)



               ヴィタミン類 の局所作用 の研究

 實 験 成 績

例1腸 重18009♂

 経過 日数       右側      左側

 手術 直後      3.33      3.42    3.5!...一

 術後3日             3.37           3.46         3.o       ＼、
                               も
                                         し

   5日           3,26          3.41     「き          ＼
                         り              ㌦

    7日  2・68  3'06 i2。 ＼
   10日             1謂l           L48      }匡1             、                        う                         ヤ
                        れ               も

   12 日             0,48           0.88         1・o             、＼                                  へ

   14.H  ・.11  ・29 ↑   ＼
                                       よ

   15日       治癒      黙状     0   5  lo  15  zo

                            -一→ 経 過Ei数(日)   16日              治癒

修司J2 骨豊重2780 g ♀

 経 過 日数       右 側      左 側

 手 術直後       350      3.73     4.o-一.一一a-...一、

 術 後3日        3.52       3.80          1x,
                           へ りゆ          ロし

    5日              3.54             3.82       覧            亀＼
                           リ                 ミ

    7日   3・22  3・54 極 ・・  1、
   10日              2.30             2.51      演              ÷i
                           想                             1                           ゆ                

ロ

   12日               0.84             1.00          t.o             s、,、

   14日  。35  ・.47 ↑   ＼、
                            ゆ
   16日       0.13       0・12        s  Io  15  20

                              -→ 経過 日数(日)   17
日        治癒       治癒

伽重3 勃豊重18109 6

 経 過 日数        右側      左側

 手 術直後       3.16      3.20      4.o

 術 後2日       3・29      3・40       -一一一・・-t….、                                  ＼
＼   ・    

4日        3.23       3.35     ( 30    戟
                            ごロ                     も

    6日    2.83   3・02  §   IX
                                むヒ         しロ

    8日   1・58   1'95  譲   奴
   10日      0・82      1・03    轟 t.。     ＼                                     サへ

   li:  1:1:  ::?; ↑。_斗
   15日        治癒       i鮎状        一→ 経過日数(日)

   16日                治癒

                    (188)



               ヴィタ ミン類 の局所作用 の研究

仰『4 骨豊重17109 3

  纏過 日敷    右 側   左側             ↓。

  手傭 直後    3.35   3.33

  術後2日    3.40   330           (s.o '＼、
                             じコ                 コも

    4日     336    3.07             ∈i     '
                             り

    6日 2・82 2・72    逼 ・・ ,
    8日         1.73       】.82                      'g            R,                             む

    10 日         O.96       0.98                        mp l9

    12 " O・4'4 0・47    ↑ ' ・＼
    14日      0.06     0」O                    o    5   10   15

    15日    治癒   治癒              一 → 経過 日数(日)

               右   側           左   側

    實験 例     最初の創面積   治癒 日数   最初 の創面積    治癒 日数

     1.          333         15         3.42          16

     2.            3.50           17           3.73           17

     3.           3.16          15          3.20           16

     4.            3.35           15           333           15

                      右 側       左 側

       一 日の不均 治癒面積       0.2150       0.21378

         百  分  上ヒ                 100;59               100.

以 上 を綜 合 してVitamin・Dに 創 傷 治癒 促 進 の局 所 作 用 の な い事 が観 察 され た ・

 本研究 に當 り始終御援助 を賜 りし來大漱授鈴木丈助博士,材 料 を供給 され し理研鈴木梅太 郎博 士,鷲 見

博 士に深厚 の謝意 を表す ・

 交  獄

(1)大 橋:東 京 讐事i新誌,昭 和十年六 月・

(2)Kemmler:ZbL£gesamt, Chir. u. ihre Grenzgeb. Bd.68, H.8。

                   (189)


